IAMLのR-Projectsに学ぶMLA連携 by 松下, 鈞
10 明治大学図書館情報学研究会紀要 No.2, 2011 
＜論 文＞ 
 










RISM と RIdIM が行なわれている。本稿では RISM と RIdIM の成立過程と活動概要と
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ら 行 な わ れ て い る IAML （ International 
Association of Music Libraries, Archives and 
Documentation Centers 国際音楽資料情報協会）
の国際ジョイント・プロジェクト（R-Projects）4)
のうち，RISM（Répertoire International des 
Sources Musicales 国際音楽資料目録）と RIdIM
（ Répertoire International d’Iconographie  
Musicale 国際音楽図像目録）について，MLA 連
携の視点から紹介する。また，我が国の MLAJ
（Music Library Association of Japan 音楽図書館
協議会）加盟機関におけるMLA融合5)について述べ
る。さらに，それらを概観したうえで，我が国にお





























































































































































所蔵調査の対象とした機関は 13 カ国，224 の国公
立の図書館，文書館，修道院・教会，出版社の資料
室等である19)。 




















品 目 録 を 編 纂 し た キ ン ス キ ー （ Georg 
L.Kinsky,1882-1951）は楽譜店と古書店で働きなが
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ら，独学で音楽学を学び，プロシア国立図書館
（Preußische Staatsbibliothek oder Königliche 
Bibliothek）の司書，ケルンの音楽史博物館



















































た28)。同時に，本来の目的であった IAML と IMS
（International Musicological Society 国際音楽
学会）との国際ジョイント・プロジェクトRISMが
スタートした。 
その後，IAML はRISM に続く IMS とのジョイ
ント・プロジェクトとして，1967年，各国で刊行さ
れる音楽資料の目録作成を目指したRILM29)をスタ
ートさせ，さらに 1971 年，ICOM（International 
Council of Museums 国際博物館協会）を加えたジ
ョイント・プロジェクトRIdIM30)を開始した。1987
年には 1800 年以降の音楽雑誌の総索引を目指した






















ク会議を経て，1951 年，パリの UNESCO 本部で
開催された新生 IAMLの第１回総会において，IMS
との国際ジョイント・プロジェクトRISMにゴーサ



























































































松下：IAML の R-Projects に学ぶ MLA 連携 15 
















3.3.2 RIdIM の成立と活動 
RIdIM は IAML と IMS と ICOM の CIMCIM
（International Committee for Museums and 




（Harald Heckmann），IMSのブルック（Barry S. 
Brook），ICOM=CIMCIM のティボー・シャンビ
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が担当している52)。 
 
4. R-Projects に学ぶ我が国における MLA 連携 
 
4.1 R-Projects の共通点 




























































IAML のR-Projects の開始年は，RISM が 1952









5. 我が国における MLA 融合・連携 
 
5.1 MLAJ における MLA 融合 
1971 年に創立された MLAJ（Music Library 
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